
【資料7-1】

項目 設問内容 設問の意図・活用方針 区分

居住地域 居住地区 必須 1

子どもの生年月 必須 2

兄弟の数、末子の生年月 任意 3

回答者の続柄 必須 4

配偶者の有無 必須 5

子育てを主に行う人 必須 6

子育てに日常的にかかわる方 任意 7

同居・近居の状況 独自 8

日頃子どもを見てもらえる親族・知人 任意 9

親族に見てもらう状況 任意 －1

友人・知人に見てもらう状況 任意 －2

子育てを相談できる人・場所の有無 任意 10

相談先 任意 －1

母親の就労状況 必須 11 (1)

母親の就労日数・就労時間 必須 (1)－1

土曜日・日曜日・祝日の勤務や夜勤 独自（新規） 1

勤務形態 独自（新規） 2

母親の家を出る時刻・帰宅時刻 任意 (1)－2

父親の就労状況 必須 (2)

父親の就労日数・就労時間 必須 (2)－1

土曜日・日曜日・祝日の勤務や夜勤 独自（新規） 1

勤務形態 独自（新規） 2

父親の家を出る時刻・帰宅時刻 任意 (2)－2

母親のフルタイムへの転換希望 必須 12 (1)

父親のフルタイムへの転換希望 必須 (2)

母親の就労希望 必須 13 (1)

父親の就労希望 必須 (2)

世帯の年収 独自 14

定期的な教育・保育の事業の利用の有無 必須 15

定期的に利用している事業 必須 －1

利用頻度・利用時間（現在） 必須 －2(1)

利用頻度・利用時間（希望） 必須 －2(2)

利用している教育・保育事業の実施場所 任意 －3

利用している理由 任意 －4

利用していない理由 任意 －5

利用を希望する事業、頻度・時間 必須 16

幼稚園の利用への強い希望 必須 －1

教育・保育事業を利用したい場所 任意 －2

こども誰でも通園制度の利用希望 独自（新規） 3

地域子育て支援事業の利用状況・頻度 必須 17

地域子育て支援事業の利用希望 必須 18

事業の認知度・利用状況・利用希望 任意 19

事業の改善点 独自（新規） 4

大田区の子育てに関する情報の発信 独自 20 5

土曜日の利用希望・頻度 必須 21 (1)

日曜・祝日の利用希望・頻度 必須 (2)

ほぼ毎週利用したい理由 独自 －1

月に1～2回利用したい理由 任意 －2

幼稚園利用者の長期休暇中の利用希望・利用したい時間帯 必須 22

ほぼ毎日利用したい理由 独自 －1

週に数日利用したい理由 任意 －2

病気で教育・保育事業が利用できなかったことの有無 必須 23

対処方法 必須 －1

病児・病後児のための保育施設等の利用希望・頻度 必須 －2

希望する病児・病後児のための保育施設等の事業形態 任意 －3

利用できなかった理由 独自 －4

利用したいと思わない理由 任意 －5

土曜・休日や長

期休暇中の定期

的な教育・保育

事業の利用希望

・土曜・休日や長期休暇中

の事業の利用希望に関する

データを把握

・年齢別、就労状況別、居

住地域別等に分析

病気の際の対応

・病気の際の対応に関する

データを把握

・年齢別、就労状況別、居

住地域別等に分析

平日の定期的な

教育・保育事業

の利用状況

・幼稚園、認可保育園、認

定こども園など現在利用し

ている事業に関するデータ

を把握

・年齢別、就労状況別、居

住地域別等に分析し、相違

があるかを把握

・地域の子育て支援事業の

利用状況・希望を把握

・年齢別、就労状況別、居

住地域別等に分析

・居住地域、家族の状況な

ど、属性を把握

・基礎データとして、クロ

ス集計に活用する

家族の状況

子どもの育ちを

めぐる環境

・日々の子育ての状況を把

握

地域の子育て支

援事業の利用状

況

保護者の就労状

況

■就学前児童の保護者
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・保護者の就労状況を把握

・生活実態の分析のため、

世帯年収を把握
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■就学前児童の保護者

仕事を休み子どもを看たいと思ったか・日数 任意 －6

休んで子どもを看られない理由 任意 －7

不定期に利用している事業の状況・頻度 必須 24

利用していない理由 任意 －1

不定期に利用する必要がある事業の有無・利用希望日数 必須 25

希望する不定期の教育・保育事業の形態 任意 －1

レスパイトとして利用したい方法 独自（新規） 6

短期入所生活援助事業（ショートステイ）の利用希望の有

無及び必要な泊数
必須 26

利用する必要がなかった理由 任意 －1

低学年の放課後の居場所・頻度 必須 27

高学年の放課後の居場所・頻度 必須 28

土曜日の学童保育の利用希望・頻度 任意 29 (1)

日曜・祝日の学童保育の利用希望・頻度 任意 (2)

長期休暇中の学童保育の利用希望・頻度 任意 30

父母の育児休業の取得状況 任意 31

育児休業後の職場復帰の状況 任意 －2

育児休業の職場復帰と保育所入所のﾀｲﾐﾝｸﾞ 任意 －3

育児休業が3歳まで取得可能であった場合の、お子さんの

取得希望年齢
任意 －5

子育てを楽しいと感じるか 独自 32

子育てで一番大事にしていること 独自 33

子どもの意見の尊重 独自（新規） 10

子育てに関する孤立感 独自 34

子ども・保護者の居場所の利用希望 独自（新規） 11

子どもの土日・祝日の過ごし方の希望 独自（新規） 12

育児の分担割合 独自（新規） 13

普段行っている育児 独自（新規） 14

パートナーにしてほしい育児 独自（新規） 15

虐待と思うもの 独自（新規） 16

子育てについての心配・不安・悩みの有無 独自 40

子育てについての心配・不安・悩み 独自 －1

子どもについての悩み、気になること 独自（新規） 17

希望する、子育てに関する行政サービス 独自（新規） 18

現在利用しているキャッシュレス決済 独自（新規） 19

地域社会との関わり 独自（新規） 7

地域の子育て支援活動の参加希望 独自（新規） 新

子育て家庭が外出する際に希望する社会や周囲への期待 独自（新規） 9

子育て家庭が外出する際に希望する設備 独自（新規） 8

大田区の子育ての環境や支援への満足度 任意 41

大田区の子育ての環境や支援に満足している／不満である

点
独自 －1 20

今後も大田区で子育てを続けたいかどうか 独自 42

子育てを続けたい/続けたくないと思う理由 独自 21

子育てにあたり望むサービス・取り組み 独自 43

子育ての環境や支援に関する自由意見 独自 44

【区分の説明】

必須：国から示された調査票のイメージにおいて、量の見込みの推計上必要な項目

任意：国から示された調査票のイメージにおいて、量の見込みの推計上必要な項目（必須）以外

独自：大田区独自の項目

必須

任意

独自

独自（新規）

合計 100

令和５年度調査設問数

32

31

21

16

子育て全般
・子育ての悩みや支援ニー

ズなどを把握

病気の際の対応

・病気の際の対応に関する

データを把握

・年齢別、就労状況別、居

住地域別等に分析

不定期の教育・

保育事業／宿泊

を伴う一時預か

り等

・不定期の教育・保育事業

／宿泊を伴う一時預かり等

に関するデータを把握

・年齢別、就労状況別、居

住地域別等に分析

小学校就学後の

放課後の過ごし

方

・放課後の居場所、学童保

育の利用状況・利用希望を

把握

・年齢別、就労状況別、居

住地域別等に分析

職場の両立支援

制度

・育児休業、短時間勤務制

度の取得状況、理由等を把

握

・年齢別、就労状況別等に

分析


